
事業類型：

決算対象年度 ： 令和04年度 対象年月： 令和 5年 3月
会計 ： 一般会計
局 ： 県土整備局
所属 ： 県土整備局都市公園課（直通　045-210-6221)
公会計事業 ： 公園費

１　主な事業内容

２　行政コスト及び純資産変動計算書 （単位：千円）

経常費用

　人件費

　物件費等 ※

　　物件費

　　維持補修費

　　減価償却費

　移転費用 ※

　　補助金等

　　社会保障給付

経常収益

　使用料・手数料

　その他

臨時損失

臨時利益

財源

　税収等

　国等補助金

一般財源充当調整額
（注）※印の下位科目は、内訳を抜粋しているため、合計が一致しない場合がある。

３　貸借対照表 （単位：千円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 固定負債

　有形固定資産 　県債

　　事業用資産 　長期未払金

　　　土地 　退職手当引当金

　　　建物 　損失補償等引当金

　　　建物減価償却累計額 　その他固定負債

　　　工作物 流動負債

　　　工作物減価償却累計額 　県債

　　　その他 　未払金

　　　建設仮勘定 　賞与等引当金

　　インフラ資産 　預り金

　　　土地 　その他流動負債

　　　建物

　　　建物減価償却累計額

　　　工作物

　　　工作物減価償却累計額

　　　その他

　　　建設仮勘定

　　物品

　無形固定資産

　投資その他の資産

流動資産

（注）負債の部における未払費用、前受金、前受費用は、その他流動負債に含む。

４　事業分析
① 行政コスト計算書及び純資産変動計算書(経常費用の経年比較)

② 貸借対照表（資産の部）

R04決算の内訳は、土地が 763.5 億円で、資産の 83.4 ％を占めています。その他、建物が 69.8 億円、投資その他の試算は、3.1 億円となっていま
す。

③ 貸借対照表（負債の部）

91,590,539 △0.5%資産合計 92,074,058 91,590,539 △0.5% 負債及び純資産合計 92,074,058

主な増減（R03－R04の比較）は、補助金等が 0.6 億円、95.7 ％減少しています。要因としては、明治大磯記念邸園の整備に係る大磯町への補助金が
減となったためです。

△16.5%

23 17 △25.4% 純資産合計 80,412,839 81,856,884 1.8%

311,085 311,006 0.0% 負債合計 11,661,219 9,733,655

- - -

21,707 21,365 △1.6%

1,514,471 1,834,257 21.1%

- - -

△ 39,047,231 △ 39,617,018 1.5%

45,522,932 45,701,909 0.4%

△ 13,693,896 △ 14,184,241 3.6%

21,201,832 21,164,292 △0.2%

71,023,638 71,618,580 0.8% - - -

86,521,746 86,517,779 0.0% - - -

1,800 8,393 366.3% 31,508 31,111 △1.3%

- - - 5,886 6,052 2.8%

△ 9,430 △ 9,576 1.6% 1,543,960 829,988 △46.2%

12,036 12,036 0.0% 1,581,354 867,151 △45.2%

△ 2,235 △ 2,235 0.0% - - -

2,235 2,235 0.0% - - -

5,215,089 4,729,518 △9.3% 240,818 217,732 △9.6%

5,219,496 4,740,372 △9.2% 59,630 53,578 △10.1%

91,762,949 91,279,516 △0.5% 9,779,417 8,595,194 △12.1%

92,074,034 91,590,522 △0.5% 10,079,865 8,866,504 △12.0%

R04決算 増減率科目 R03決算 R04決算 増減率 科目 R03決算

4.2%

5,373,031 5,496,385 5,558,763 2.3% 1.1%

362,200 427,394 403,576 18.0% △5.6%

本年度差額 △ 4,417,092 △ 4,287,580 △ 4,105,849 2.9%

362,200 427,394 403,576 18.0% △5.6%

- - - - -

純行政コスト（①－臨時損失＋臨時利益） △ 4,779,292 △ 4,714,974 △ 4,509,425 1.3% 4.4%

118,066 19,054 5,714 △83.9% △70.0%

- - - - -

純経常行政コスト(経常収益－経常費用）① △ 4,661,226 △ 4,695,920 △ 4,503,711 △0.7% 4.1%

174,939 180,904 196,014 3.4% 8.4%

14,270 14,500 20,785 1.6% 43.3%

- - - - -

189,208 195,404 216,799 3.3% 10.9%

7,752 67,997 2,954 777.2% △95.7%

7,752 67,997 2,954 777.2% △95.7%

596,521 702,142 802,814 17.7% 14.3%

1,237,382 1,187,330 1,086,701 △4.0% △8.5%

△3.3%

4,300,883 4,308,167 4,222,434 0.2% △2.0%

2,466,980 2,418,694 2,332,919 △2.0% △3.5%

R04決算の負債の内訳は、県債が 94.3 億円で、負債の 96.8 ％、退職手当引当金が 2.2 億円で 2.2 ％を占めています。

④ 貸借対照表（純資産合計）

R04決算では、資産合計 915.9 億円から負債合計 97.3 億円を差し引いた 818.6 億円が純資産合計となり、純資産比率（純資産合計/資産合計）は、
89.4 ％です。

⑤ 貸借対照表（資産の経年比較）

主な増減（R03－R04の比較）は、インフラ資産における建設仮勘定が 3.2 億円（ 21.1 ％）増加しています。要因としては、公園施設の老朽化に伴
う各種更新工事を実施したためです。

（注１）②の分析のうち「建物」「工作物」「建設仮勘定」は、事業用資産及びインフラ資産を合算した上で、それぞれ減価償却累計額がある場合はその金額を控除し
ています。
（注２）③の分析のうち、「県債」は、固定負債と流動負債を合算した金額です。
（注３）他の公会計事業で保有する財産や、国、市町村が保有する財産を整備・修繕するために発行した「県債」や「人件費（退職手当引当金等）」が計上されている
ことなどにより、資産の計上がない、純資産合計がマイナスとなる場合があります。

公会計事業別財務書類分析シート

固定資産整備型

・県立都市公園等の維持・管理運営業務を行う。
・県立都市公園等の施設整備を行う。
・海洋総合文化ゾーン体験学習施設の維持・管理運営業務を行う。

科目 R02決算 R03決算 R04決算 R02-R03増減率 R03-R04増減率

4,850,435 4,891,324 4,720,511 0.8% △3.5%

490,466 473,774 458,206 △3.4%


